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令和６年度　第47回前橋市民芸術文化祭　開催予定一覧
№ 事業名 期　日 会　　場
1 華道展 ４月20日(土) ～ 21日(日) 昌賢学園まえばしホール大展示ホール
2 邦楽のつどい ５月６日(月) 昌賢学園まえばしホール小ホール
3 大茶会 ５月12日(日) 臨江閣・日本庭園和室
4 前橋川柳大会 ５月25日(土) 昌賢学園まえばしホール第５会議室
5 歴史講演会 ６月１日(土) 第三コミュニティセンターホール
6 市民短歌大会 ６月９日(日) 中央公民館505・506学習室
7 市民俳句大会 ６月23日(日) 中央公民館ホール
8 民謡民舞発表会 ６月30日(日) 昌賢学園まえばしホール大ホール
9 八木節のつどい ９月８日(日) 昌賢学園まえばしホール大ホール
10 日本舞踊のつどい 10月20日(日) 昌賢学園まえばしホール小ホール
11 仏像彫刻と陶芸・絵画展 11月１日(金) ～３日(日) 昌賢学園まえばしホール大展示ホール
12 前橋洋舞フェスティバル 11月10日(日) 昌賢学園まえばしホール大ホール
13 短歌・俳句・川柳合同作品展/自然趣味盆栽展 11月15日(金)～ 17日(日) 昌賢学園まえばしホール大展示ホール
14 郷土芸能大会　（※１） 11月16日(土) 前橋市総合福祉会館
15 市民音楽のつどい 11月24日(日) 昌賢学園まえばしホール小ホール
16 漢詩発表会 11月24日(日) 第三コミュニティセンターホール
17 フラフェスティバル 12月１日(日) 昌賢学園まえばしホール小ホール
18 吟剣詩舞道発表会 ３月15日(土) 大胡シャンテマルエホール
19 市民展覧会(美術)(書道)　（※２）２月～３月 未定

20
大胡地区文化祭　（※３） 10月18日（金）～11月３日（日）大胡公民館、大胡シャンテマルエホール他
粕川元気まつり　（※３） 11月３日(日) 粕川小学校
富士見地区文化祭　（※３） 11月16日(土)～24日(日) 富士見公民館

＊日程等が変更になる場合があります。� 【令和６年２月16日現在】
（※１）前橋市教育委員会主催事業　（※２）前橋市教育委員会共催事業　（※３）各地区実行委員会主催事業
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豊
か
で
多
様
な
芸
術
文
化
の
世
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前
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�
�
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�
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大
胡
・
粕
川
・
富
士
見
支
部
活
動
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特
別
寄
稿

「
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て　

日
本
舞
踊
部
会
長　
　

若
柳　

吉
駒
��
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
美
登
利
会
代
表
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ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

茶
道
／
華
道
／
バ
レ
エ
／
邦
楽
／
日
本
舞
踊
／
吟
剣
詩
舞
道
／
民
謡
民
舞
／
八
木
節
／
漢
詩
／
居
合
道
／
日
本
の
名
曲
を
踊
る
��
６

令
和
６
年
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ふ
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あ
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験
教
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５
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５
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☆
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５
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度
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☆
第
47
回
前
橋
市
民
芸
術
文
化
祭
開
催
予
定
一
覧
・
お
知
ら
せ
・
新
入
会
員
紹
介
・
編
集
後
記
・
比
刀
祢
編
集
委
員

撮
影
者
：
宮
崎
翠
光
（
記
録
部
長
）

場　

所
：
臨
江
閣
本
館
一
階

　
「
都
よ
り
か
へ
り
く
る
ま
の
里
人
は
、

ひ・

・

・

と
ね
が
は
を
ば
渡
ら
ざ
ら
な
む
」（
夫

木
和
歌
抄
）
今
の
利
根
川
の
流
れ
に
対

し
、
元
の
流
れ
す
な
わ
ち
、
今
の
広
瀬
川

を
「
比・

・

・

刀
祢
川
」
と
い
っ
た
。
こ
の
流
れ

は
前
橋
文
化
の
源
流
と
も
い
え
よ
う
。
い

よ
い
よ
の
発
展
を
願
い
名
付
け
る
。

（
昭
和
57
年
３
月
１
日
発
行
「
比
刀
祢
」

創
刊
号
よ
り
）

「
比
刀
祢
」の
い
わ
れ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
70
号
）

令
和
６
年
３
月
13
日　

印
刷

令
和
６
年
３
月
31
日　

発
行

発
行　

前

橋

市

文

化

協

会

編
集　

会
報（
比
刀
祢
）編
集
委
員
会

　
　

前
橋
市
南
町
３

│

62

│

１

　

（
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
内
）

　
　

電
話
０
２
７
│
２
８
９
│
６
５
２
１

印
刷　

朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

編

集

後

記

　

編
集
後
記
を
書
く
よ
う
受
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
あ
わ
て
も
の
の
私
、
５
月

５
日
う
っ
か
り
転
び
右
腕
を
骨
折
し
て

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

何
も
出
来
ず
、
編
集
委
員
の
皆
様
に
お

願
い
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
文
化

協
会
報
「
比
刀
祢
」
第
70
号
す
ば
ら
し

く
出
来
上
が
り
、
ほ
っ
と
し
な
が
ら
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

今
井　

妙　

会
報
（
比
刀
祢
）
編
集
委
員

委
員
長　
　

三
村
悦
子

副
委
員
長　

今
井　

妙

委　

員　
　

工
藤
弘
子　

田
中
寿
々
夢

ひ　
　
　

と　
　
　

ね

比
刀
祢

　

令
和
４
年
よ
り
再
開
さ
れ
た
茶
会
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
ま
だ
心
配
で
し
た

の
で
マ
ス
ク
を
か
け
て
令
和
５
年
度
も
安

全
第
一
に
気
を
つ
か
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

�

長
谷
川
翔
雪　

表 紙 説 明

│
も
　
く
　
じ
│

音楽部会

　コーロ・マトゥルス� 代表者　叶野　洋子（Ｒ５．４～）

　合唱団　BORA� 代表者　井田　博文（Ｒ５．６～）

邦楽部会　いつきの会� 代表者　斎藤　純子（Ｒ５．５～）

民族舞踊部会　

　明寿大学同窓会フラダンスクラブ� 代表者　木嶋　静江（Ｒ５．５～）

新入会員紹介　～令和５年度加入～

※群馬県文化奨励賞　
　　三村　悦子　（本部役員書記　川柳部会）
　　吉野　美子　（常任理事　民族舞踊部会）

※前橋市教育文化功労者表彰
　　伊藤　養吉　（常任理事　民謡民舞部会）

※前橋市社会教育活動功労者表彰
　　石倉　節子　　　　　（理事　民謡民舞部会）
　　猪熊佳奈子　　　　　（本部役員会計　粕川支部）
　　増村　友美　　　　　（本部役員副会長　富士見支部長）
　　武藤　　茂（心鴛）　（本部役員書記　吟剣詩舞道部会）
　　吉田　　努　　　　　（常任理事　居合道部会）

　このたび下記の方々が栄誉を受けました。ここに紹介しお祝い申し上げます。今後、益々のご活躍を祈念いたします。
（敬称略・50音順）

お　知　ら　せ



　

令
和
５
年
５
月
に
文
化
協
会

の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

文
化
協
会
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、

前
橋
の
芸
術
文
化
を
担
い
そ
の

発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
苛
ま
れ
た

こ
の
３
年
余
り
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
日
常
の

活
動
が
戻
っ
て
こ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
３
年
は
、
多
く
の
希

望
と
模
索
を
乗
せ
て
の

活
動
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
会
員
の

皆
様
の
活
動
を
通
し
て
、

前
橋
の
芸
術
文
化
の
多

様
さ
、
深
さ
、
幅
の
広

さ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
と
情
熱
に
裏
付
け
ら
れ
た

豊
か
な
世
界
を
実
感
し
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中

で
今
年
は
市
民
芸
術
祭
で
の
充

実
し
た
発
表
や
意
欲
的
な
体
験

教
室
等
の
活
動
が
活
発
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
喜
び
、
安
堵
感

が
戻
っ
て
く
る
の
と
同
時
に
、

自
分
た
ち
の
活
動
の
立
ち
位
置

や
運
営
体
制
な
ど
の
再
確
認
が

必
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鑑
賞

会
や
体
験
活
動
へ
の
参
加
な
ど

か
ら
や
や
遠
の
い
て
い
た
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
復
帰

へ
の
筋
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、

文
化
協
会
自
体
の
立
ち
位
置
や

活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
今

後
と
も
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を

寄
せ
て
い
た
だ
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

～
今
年
の
芸
術
文
化
祭
か
ら
…

物
語
（
言
葉
）
の
表
現
と
非
言

語
表
現
～

○
前
橋
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　

演
舞
の
中
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
バ
レ
エ
「
眠
り

の
森
の
美
女
」。
物
語
は
子
供

の
頃
か
ら
親
し
ん
だ
グ
リ
ム
童

話
の
「
い
ば
ら
姫
」
の
類
型
、

そ
し
て
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

曲
「
眠
り
の
森
の
美
女
」
は
高

校
生
の
頃
か
ら
レ
コ
ー
ド
が
す

り
切
れ
る
ほ
ど
聞
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
物
語
と
音
楽
に
「
バ

レ
エ
（
舞
踊
）」
が
加
わ
る
。

「
物
語
＋
音
楽
＋
舞
踊
」
の
深

く
豊
か
な
表
現
の
世
界
に
改
め

て
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
バ
レ
エ

は
マ
イ
ム
と
呼
ば
れ
る
身
振
り

や
手
振
り
、
あ
る
い
は
身
体
表

現
で
表
さ
れ
る
「
無
言
化
さ
れ

視
覚
化
さ
れ
た
物
語
」。
そ
こ

に
は
表
現
の
深
淵
と
感
動
が
あ

り
ま
し
た
。
か
つ
て
、
物
語
が

「
語
ら
れ
な
い
こ
と
」
に
驚
い

た
覚
え
が
⋮
。

○
「
和
の
文
化
の
つ
ど
い
」　

　

日
本
舞
踊
で
は
、
舞
い
や
身

振
り
や
手
振
り
、
表
情
の
微
細

な
変
化
を
通
じ
て
、
喜
び
、
悲

し
み
、
怒
り
、
恐
れ
な
ど
の
感

情
や
自
然
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
人
間
の
繊
細
で
豊
か
な

感
情
や
自
然
界
の
態
様
を
映
し

出
す
日
本
舞
踊
の
世
界
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

○
「
フ
ラ　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

　

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
ハ
ワ

イ
の
人
た
ち
が
生
み
出
し
た

「
フ
ラ
」。
神
へ
の
祈
り
や
民
族

の
歴
史
、
恋
人
た
ち
へ
の
物
語

を
手
指
は
も
ち
ろ
ん
体
全
体
を

使
い
、
豊
か
に
物
語
を
語
り
あ

げ
ま
す
。「
フ
ラ
」
以
外
に
も
、

多
く
の
芸
能
や
表
現
芸
術
の
世

界
で
「
言
葉
に
な
ら
な
い
言
葉
」

が
豊
か
な
文
化
表
現
を
生
み
出

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

音
楽
評
論
家
で
深
い

造
詣
や
透
徹
し
た
芸
術

論
で
戦
後
日
本
の
先
導

的
な
役
割
を
果
た
し
た

吉
田
秀
和
氏
の
言
葉
を

紹
介
し
、
前
橋
文
化
協

会
の
目
指
す
と
こ
ろ
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
芸
術
文
化
は
人
間

が
生
活
し
、
生
活
を
愛

し
、
少
し
で
も
そ
れ
を

居
心
地
の
良
い
も
の
に

し
よ
う
と
努
力
す
る
人
間
の
い

る
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
も
生
ま
れ

て
く
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

⋮
芸
術
は
生
活
を
飾
る
花
、
余

裕
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
る
人
が
多
い
け

れ
ど
、
そ
れ
は
逆
。
芸
術
は
生

活
の
根
な
の
で
す
。」

1

豊
か
で
多
様
な
芸
術
文
化
の
世
界

前
橋
市
文
化
協
会　

会
長　
　

佐
藤
　
博
之



　

令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）、

臨
江
閣
を
会
場
に
「
第
11
回
ま

え
ば
し
和
の
文
化
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
雨
上
が
り
の
し
っ

と
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

開
会
式
典
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

別
館
二
階
１
８
０
畳
の
大
広
間

に
、
市
長
（
前
橋
市
文
化
協
会

名
誉
会
長
）
様
、市
議
会
議
長
様
、

教
育
長
様
、
市
議
会
議
員
の
皆

様
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
か
ら
の
復
活
２
回
目
と
な
る

和
の
文
化
の
集
い
が
開
催
で
き

る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
に
続
き
、
午
前
10

時
30
分
か
ら
、展
示
部
門
と
し
て
、

別
館
一
階
西
洋
間
で
華
道
部
会

（
十
二
流
派
）に
よ
る
華
道
展
が
、

ま
た
、
本
館
一
階
和
室
、
別
館

一
階
和
室
で
茶
道
部
会
に
よ
る

茶
席
が
始
ま
り
ま
し
た
。
茶
席

の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
江
戸

千
家
、
表
千
家
流
、
そ
れ
ぞ
れ

70
席
ず
つ
、
計
１
４
０
席
を
用

意
し
、
一
席
の
入
場
者
数
を
10

名
以
下
に
限
定
し
た
上
で
茶
席

の
開
始
時
刻
と
終
了
時
刻
を
指

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
密
閉
、

密
集
、
密
接
の
状
態
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
部
門
で
は
、
別
館

二
階
大
広
間
で
、
八
木
節
部
会
、

ふ
じ
み
竹
の
会
、
居
合
道
部
会
、

日
本
の
名
曲
を
踊
る
部
会
、
邦

楽
部
会
、
民
謡
民
舞
部
会
、
吟

剣
詩
舞
道
部
会
、
か
す
か
わ
歌

吟
倶
楽
部
、
日
本
舞
踊
部
会
の

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
見
事
な
演
奏

や
踊
り
、演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
じ
み
竹
の
会
、
吟
剣

詩
舞
道
部
会
、
か
す
か
わ
歌
吟

倶
楽
部
の
皆
様
は
、
今
回
が
初

め
て
の
参
加
で
あ
り
、
そ
の
息

の
合
っ
た
演
奏
や
吟
詠
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

解
説
ツ
ア
ー
で
は
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
臨
江
閣
を
一
層
深
く
知

る
企
画
と
し
て
12
時
と
13
時
の

２
回
実
施
し
、好
評
を
得
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
７
０
０
名
か
ら
の

皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
部
役
員
の
皆
様
、

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
え
ば
し

ま
え
ば
し
和
の
文
化
の
集
い

和
の
文
化
の
集
い

第

11
回


